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　朝鮮近海の 橈脚類 に就て は 丸 川氏，
∂
森氏 ，

2）「t ）
倉黄E〈⇔

及び筆者
5）6）

の研究に 依 つ て 多 くの

種類が 記録 された が未だ記録きれ て ゐない もの も少 くなV ・

。 朝鮮近 海の 殍 を調査 す る上 に 於

て 之等の もの を記載 して お く必要が ある の で ，筆 者は先 づ第
一に海洋學的 に 重要で あ る對馬

海流中の 橈脚類 9種 を選ん で 掲 げる事に した 。主 と して 九州南 部か ら對馬海峡を經 て 隱岐 ，

佐渡 に 至 る間で採 集 した もの で あ るが ， 何れ も對馬暖流の 勢力 の 最 も張V ・部分 換言 すれば滑

岸水 の 影響の最 も少V ・暖流主流域 に 存在 して ゐ る、鍵つ て之等の 撓脚類の 發見され る場駈は

暖流 の 影響の顯著なる事 を示 す もの で あるか ら，暖流の 指示 者 と して 重要 な蜉で ある 。そ の

内の 多 くは甥馬海流 rl4に於 て は珍 し くない に拘 らす今 日迄記録 され なかつ た原因は ， 滑岸に

殆 ど見 られ な V ・事 と
， 採集網，綵集方法等の 不備 に依 る もの と思はれ るtr 本場に 於 て は海洋

観測 の 際大小 種 々 の 網 を用ひ て 垂 直的 に 水 平的 に 採集 を試み て 居 る。採集網，採集方法 場

所 ， 年刀 H ， 海洋駄態等に就 て は本場海洋調査要報第 7號 以後 を參照せ られた い 。本稿 を草

す る に 當 り、種 々 御教導 を賜 りし本場技師西 田敬 三氏 ， 原稿の 校閲及 び分布 に就 て 有力なる

資料 を與 へ られ し森喬以 氏 ．分布 に 就 き御教示 を仰ぎ し丸川久 俊氏 に深謝の 意 を表 す。

A

　（1）　（：
’
entro ／yt．rles　ealt｝．ni ？bu，s （DANt ）　1849 　1｝1．1

，　Figs　1
− 6；P ！．　II，　Figi。8，

9．

　記 載 、（9 ）最後掬節は 左右兩後角鈍圓 をなす譖江蔀は長 く， 不對稱 で
， 腹部後方に 向つ て 小

膨 出が あ る。叉 肢は左右不對稱，後體部第 1 節及び 第 2節背面後縁に は小棘 を列生す。第 1

觸角 の 長さは體長 に 等 しい か僅か に 艮 くさ 第 1
，
2

，
5 節に は棘 を有せ す詳 箒 ユ脚 外葉は外方

に 向 つ て 曲 る．獅 脚外葉第 箆 打の 内縁棘賑 く第 3節 を超 え る ． 笋 1 飾 の 基部 内側 に 嗽

刻が あ る。（6）前體部 は ♀の 記載と同 じ許 た ：
’
第 1 觸角右は把握器 とな る。後體部 は 5節 し，

第 4 節最 も短 く ， 肛篩は比較的長い 。第 3 節背面後縁に は小棘 を列 生す。叉肢は 長 く左右對

稱。第 5脚右肢の 第 3齢 先端は鋭 く屈折 し細長 く，
“

第 2 節 の 鉤 状部 よ りも長v・ rk．體長は 早

1．9− 2n ｝ n   　δ　1、8 】nm 。

麟 ， 太千 腫 滯 部 。本邦 で の 言己録はな い が森氏 は支那東海 臺灣東方沖 ， 潮 贈 に て 採

　 膏 Dns 　Tierreid〕，
Copepodd ．Gyml 皇Dplea ，

ユS9，　S に 掲 げ られ た 種別 の 特徴 。 以 下 同 じ。
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集 され し由。筆者は對 馬海流 中 に て 屡 た 探集 した．現在 6 匹 を有 す る の み で あ る が 同海流 中

ICは 稀で な い ．

　（2）　Cent・1・epa ．gesノ
’
urcat2thg （DANA ＞玉8壬9　P1・II，　F重gs・1

− 7・

　記載 ； （9）頭部先 端は i蔵漸 さazf：樣 に 四角形 をなす。複 候は 大 き く膨 る誰最後胸節左右雨

後角は對稱で 鋭 く尖 り， そ の 内側 に術 1個の 小棘を具ふ評 後體部 は 3 節 し， 肛節は長 く稍曲

る。 叉 肢は長 く略狂節 の 長さ に等 し。箭 2節背面後縁 に は小齒 を列生 し，肛節側 方に も細小

齒を簇生す。第 1觸角の 第 1
，
2 及 び 禧 賀に は それ ぞit　1棘 を有 す誘第 5 脚外葉第 2 節の 内縁

棘は眞直 で 第 3節の 略 中央 に逹 し少 しく離 る。（δ）頭部 及び複 眼 は ♀に 同 じ諮 最後 胸箚後

角は鋭 く尖 り左右不圭購 で 左の もの が右 駒 稍長 い ．その 内側 に 傍棘の あ る事は ♀に 向歴

後體部 は 5節 し，肛節は よ く發達 す。叉肢は頗 る細長で あ る。第 1 觸角は第 1
，
　2

，
　5 節に それ

ぞれ 1 棘 を備 へ

，

景

第 ユ5
，
16節 の 棘は頗 る小 V・。右 は杷握器 とな り，19− 21節の 長 さは 22−

25節の 長 さの 約
1
／s．第 3 脚外葉第 2箚の 外餬棘は長か らす 。 第 c5 脚 は把握器 とな り， 右肢外

葉第 2 飾及び第 3節の 先端は 細長な る鉤駄 をなす e 外葉第 2 節縁 邊 中央 に 2 個 の 小 突起が あ

る。左肢の 外葉末端に は長 V、棘蛙1こ附屬物 が ある。體長は 早1．6− 1．7mm ，　 d ユ，7− 1、7　mm 。

　産地 ： 太甼洋，大酉洋の 熱帶部 ， 紅海 ， 印E 洋。本邦 で の 記録 は なV ・が ， 森氏は 支那東海 ，臺灣

東方沖潮 岬沖，金華 山沖に て 採集 され し由。筆者は甥馬海流中 よ beek之 を得。現在 9匹 を有す。

　（附記） 9の 後體部第 2 節後縁 に 小棘 を列生せ る事 ， δの 第 5 脚外葉第 2 第申央縁邊 に 2個

の 小 突起 を有す る事 は GIESBREe 雕 記載の もの と異 る が ， 主要な る特徴は全 く同 じ。

　（3）　　UOiUゴacia 〔rαtu〜｛l　GIESBRECHT 　ユS89　？1．　III，　Figs．1− 10．

　記載 ：．（宰）最後胸箚左右兩後角は突起 をな し墾稱。生殖餔は球趺 に 膨大 し， 腹面 に は後方

に 向 つ て 小膨 出が あ る。第 1 觸角は 23節 ， 第 1顎脚第 3 節縁邊の 2韓 中，根基に 近い 方が 遙

か に 太 く且長い。第 3 脚外葉の 末端棘は第 2 脚及 び第 4 脚の もの に 似 て長 く，第 3 節の 末端

に 近 い 2 本の 外欄棘闊の長 さよ り＄長 い 湖第 5脚の 末端 と外偲 上（ 小 不關節棘 を有 L ， 内縁 に

は 3 本の 刺毛を有す。叉 肢
．
先端 の 背面 に は方右各 ユ小棘を有 す。 （δ）最後胸節は突起 と な り

左右對構。肛節は頗 る短 い 。第 1耀角は 23節 し， 右 は把握器 とな り，膝歌關節の 前節は細齒

を有す 。 第 1 顎脚及 び第 3 脚は ♀の 記 載に 同 じ．
承
第 5 脚 は把握器 とな り，右肢 は鉗駄をな し

て短 く， 左肢の 基節 を僅 か に超 ゆ。叉肢光端背面 1こ左右各 1 小棘 を有す 。 體長tt　？， 6 共 に

ユ．4− 1，6 丁正m 〕
。

　 産地 ・ 太手 洋赤道部 ，紅 海。本邦で は未だ記録 されて ゐな い が ，森氏 は支那東海 ， 臺灣東

海 ， 臺灣海峽 ， 紀伊 水道 ， 金華山沖で 採集され し由、筆者は劉馬海流中で蓙之を採集 し現在

30匹 餘 を有す e

　 （4）　a（tndaeia α（tihiopica　DAx ム ユ849　PL ］，　F三gs．7− 10； PL 　III
，
　Figs．11 − 14．
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　 記載 ： （d）最後胸節左右雨後角は突起 とな り不對購で あ る 。 後體部 は 6 節 し ， 生殖節の 左

右兩側 は鈍 き小突起 をなす。
騎
第 1觸角は右方把握器 とな る。基部は そ の 6 節が太 い 。

聴 17− 18

節 ，
ユ9− 20節は細 長で その 摩擦縁 （Reibleiste）の 櫛齒は細小で ある。租 7− 18 節 は 19− 20節 よ

り長い 。下顎外葉の 第 5 刺毛 は太 く且長い 。第 1 顎脚第 3 飭の 縁邊上 の 2 棘は略同長同大で

ある 。 第 3 脚外葉の末端棘は第 2 脚及び 第 4 脚の もの に比 し頗る短 く且 先端彎曲し， 第 3節

の 末端に近 い 2 本の 外側棘間の 長 さよ り短 い 詳 第 5 脚は把握器 とな り右岐は鉗 款をなす。

〈g）1932 年 6 月，鹿 兒島灣沖 で 1 匹 を採集したが
5〕

， 現 在材料 を有 しない の で 記載せ す。體

長 は 62 ．3− 2．6mm 。

　 産地 ： 壇 中海西部 ， 太亭洋 ， 大西洋の 熱濫帶部。未だ本邦に於ける記鋒 は ない が ， 森氏は

支那東海，臺灣東方沖潮 岬沖 ， 紀伊水道 に て 探集され し由。筆者は 封馬暖流域に て 時 々 採集

したが現在 は 1匹 を有 する の み a 數量は少 い もの と思はれ る 。

　（附記）色 は前磴部背面 ， 第 1 觸角の 末節數節，生殖節の 突起 の 先端が黒褐色を帶び る を普

通 とする 。

　 （5）　（a
’
　tUICteia 　ou ・rtca　DANA 　l849 　PJ．　IV ，　Figs．1− ・13，

　記載 ： （9）最後胸節は左右蜀稱で 先端 は突黽となる。生殖蔀は大 き く膨れ ， 右 に大な る ユ

個の 腹部突起あ り後方 に 向ふ 。生殖節及び 第 2蔀背 面後縁 に は小齒 を列生 す。第 1 觸角 は基

部 に近 き 6節 が太い 。
著

第 ユ顎脚第 3節縁邊 の 2 鯨は同長同大で あ る。第 3脚外葉 の 末端棘は

甚だ短 く，第 3 節外縁の 末端 の 2 棘間の 長さよ り遙か に短い 詳第 b 脚はその 第 3 節内縁に 刺

毛 な くき末端に は 3 個の 大な る棘が あ り汐ト縁に は 1個の 小棘が ある。叉肢先端背面に 左右何

れ も1小棘を有す。（6）最後胸節は左右 不對稱で 後角 は突 起をな し，右 の もの が 左 よ り稍長

く， 内側 に 向つ て 曲る 。 生殖節は不對稱で右 に 大 なる突起 を有す。 こ の 突起 は先端稍上向 す。

第 1觸角は 基部 に近 き 6節が太 V）

。

de
膝 欣關節の 次 の 第 19 と99　2U 兩節は分離が 明か で ない 。

膝 1爛 節の 前節に亘齒を列生 す諮 第 1顎 脚及び第 3脚 は 9 の 記載に 同 じ諮 第 1脚内葉第 1

篩は 外縁に た だ 2本 の 刺毛を有す。叉 肢先端の 背面に は左右各 1 小棘を有す 。 體長は ？ 2，6−

2，7mm
， 62 ，65　nm コ。

　産地 ： 太平洋，大西洋の 熱温帯部 ， 紅海 。 未だ本邦 に於け る記載はない が ， 筆者は對馬海

流 中 よ り時 々 探集した 。 森氏 は潮岬沖 に て探集され し由。筆者は現在 8 匹 を有す る に 過 ぎぬ

が ， 同海流中で は珍 しくない もの と思はれ る。

　（6）　Candacia　trunoaa 　I〕ANA 　1849　PL 　V ，
　Figs．1− 14．

　記載 ： （9）最後胸節は稍不對稱で 左右兩後角は鈍圓をなし細毛を生す諮 極 めて小 なる側

棘 を有す る が背面 よ b は見え なV ・諮 生殖節 に は突起なく，
k

そ の 腹面 は 膨 出 し， 兩側 に 細毛

を簇生 す。 第 1 顎髑第 3 節緯邊の 2 棘中，桟基 に近 Vb方が遙かに細 く且短 い 。第 3脚外葉 の

4
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末端輙は第 2，4 脚の もの に 似て 眞直 で ，第 3 節末端の 2 本の 外側練聞の 長 さより稍長い 諮

（3）最後胸節左右後角は尖 り對稱で あ る。後體部 は長 く， 訌節は頗 る 短 い
。 第 1觸角右は把握

器 とな り， 膝朕關節後方の 節 1こ は丸 V ・突出物な く、
th

そ の 典の 節 よ りは遙か に長い。
de
第 1顎脚

及 び第 3 脚は 掌の 記載に 同 じ諮 第 5 脚 は右肢 の 末端 に 1 本の 頗 る長大 な る刺毛あ b ， 左肢末

端に は 3 本の 棘瓶の 刺が ある。體長は 91 ，8− 2mm ，　d　1，9− 2　mm 。

　塵地 ： 太 平洋赤道部 ，
フ f リ ピ ン 群島北甑 本邦で は未 だ記録 され て ゐない が森氏 は 支那

東海 ， 臺灣東方沖， 臺灣海峽 ， 潮岬沖，紀伊 水道，八 丈 島附近 に て 採集せ られ し由．筆者は

對馬海流 中 よ り厘採集 し， 現在 15 匹 を有す。

　（7）　L ‘tbidoce ・ra ‘tCl‘彦漉 o閥 （DAXA ）1S49　P1 ，　VI ，
　Figs．1− 9．

　記載 ： （♀）頭部先端 は尖 り小 なる鶏冠厭 をなす評頭 圓 に鉤歌端起 をイ∫せ す。最後胸節左右

後角は尖 b對稱で あ る 。 後體部は 3 節 し不對稱。生殖節は幅廣 く， 第 2箚 は右側背面 に棘歌突

起 あ ）， 後方 に延び る。肛節背面 に は 之 を被 ふ て 後方 に 延びた突出 物 が ある （Analdecke1）。

叉 肢は 左が 右 よ り大。叉刺 に はその 基 部が箆型 に 膨大 した もの が ある。第 5脚外葉は 3 本の

端棘 を有す。内葉は 圓錐形の 筆穗歌 をな し，その 長 さは外葉の レ含に 及 ば す。（6）頭 部 先端 は

尖 りて 小鷄冠状 をなす 。

e 頭側に釣状突起な く， 最後胸節左右後角 は尖 b對稱で ある。第 1觸

角右は把握器 とな り，膝獣 關篩の 前鄭は後節よ り稍長 く，各摩擦縁を有す。後者 は之 に績 く

節 よ り遙 かに長 く， その 摩擦縁 は甚だ長Vb。第 5 脚右肢の 鉗駄部 先端は 廣 く， 之 に捧歌の 附

屬物 を有す。左肢の 内葉は退化 した 形 で長 く大 彎 曲をなす。體長 は ♀3、7− 4mm
， 63・8−

3．9mm
。

　産地 ： 地 中海西部 ， 太甼 洋及 び大西洋 の 熱温帶部 。本邦 で は未 だ記録 されて ゐ ない が筆者

は封馬海流中で 時 々 之 を得 ，現在 7匹 を有 す．

　（8） P ・翩 〜鰡 0岨 弄θ厂 BR △ DY 　1883　 Pl、　X’II，
　Figs．ユー8．

　記載 ： （9）前 髓部 6節 し ， 頭部 左右 に鈎歌小突起を有す。額部 は尖 らす諮 吻 の 基部は球形

をな し、

e’
複 眼 レ ン ズ と殆 ど相接 して 居 る 。 最後胸節は左右不 封稱で 後角 は 尖つ た突起 とな

りき左側 後角は右鯛後角 よ り長 V・。後殪部は 2 節 ， 生殖節は不規 則な數個の 突起を有す。叉 肢

は 不對稱で 右の もの は左 の 約 2 倍 あ り　
，

「g
右叉 肢は 不規 則な長 方形 で 長さは幅の 約 2 倍。

x
第

5 脚外葉外縁 に は 4 個 の棘あ り。内葉は先 端 2叉 し， 長 さは外葉の 約髫で あ る。（6）頭部左

右 に鉤吊こ小突起が あ る。額 部は背面 よ り見て稍丸 く突 出すれ ども尖 らす謎 吻は ？の 記載 と同

じ諮 最後胸篩後角は 突起 とな 群 左右對稱で あ る。生 殖節は 左方 に稍 膨出す 。 叉 肢は左右

對稱。第 1 觸角は右方把握器 とな り， 騰 是關節前後の節 に は それぞれ 摩擦縁 を有 しき第 ユ8 節

の もの は 頗る大 き く盃 朕をなす。第 17 節 に は摩擦縁 を歓除 す。
「k

第 1 脚第 2 基節は 内縁に 1

N 工工
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刺毛を有す。 第 5 脚 は左肢先端部 に 2本の 長 く尖れ る附馬物があ り，内側の もの は短 刀斌を

なす．ig 右 の 鍵 氏部 は基の 方に 1本の 短 く太 V ・突起があ り， 申央縁擾 に 2突超が ある．基部 に

近 い 方は長 く ， 他は丸 V ・。體長は ♀ 4Amm
， 64 ．1mm 。

　産地 ： 太 z
ト洋及 び大西洋の 熱温蒂部， 印度洋。未だ本邦に於 け る記載はな い が，筆者は對

馬海流 中に て屡採集し現 在數十匹 を有すe 同海流中で は珍 しV ・ もの とは思はれ ない 。

　（附記）　？の 後體生殖節上 の 突起或は 膨出物ぽ不定 で あるが ，多 くは 圖の 如 き形 をなす。

從 つ て GlrSBL｛ECHT 所載の もの と少 しく異る。叉 刺に も變化 多 く， 切 斷後再 生 した と思はれ

る短 小 な もの を時 k 見受ける。

（q・） P ・nt ・lta　att・f・ti・a （M ・L・… E ・“
・
… s）1SI。

．
1・1，　VI ．　Figs．10．− 12；Pl．1

’II
，
・Eig，．・9，

10，

　記載 ： （6）頭部左右 に鍔 伏突起がある。額部は突出せ す。吻 は基部膨大せ す。最後胸節後

角は尖 り左右封稱で ある。後體部 は左右對稱。第 1 觸角の 中央郁 は球形 をなす。膝歌關節の 前

に 2 個 ， 後に 1 個の 摩擦縁がある。
薯

第 13一工8 笛の 長さは第 ユ9− 25節の 長さ よ り短い 。 第 17

節上 の 摩擦縁は手斧歌 （beilf6i’mig ＞で 大 きく、 基部 の 方 に延 び て第 16 節を被ふ。
a・
第 1 脚第

2 基節 に は 内縁に刺 毛な し。外 葉第 1節及び第 2飭 の 外側棘の 基部 に は數個の 微小棘が ある。

第 5 脚は把握器 とな り右肢鉗猷部縁邊の 中央に は 1個の 三角形 （叉 は丸 い 〉突起が あ り，そ の

先 は 2 叉 せ す。鉗歌部 先端 は戀曲 す。基部 に は簡單な 1 本の 長 い 突起が ある
。 （9）未 だ之 を

得 す。體長は δ 5、rJ− 5．7mm
。

　産地 ； 地 中海西部，大西洋熱温帶部 n 本邦で は米だ記録 されて ゐ ない。筆者は樹 馬海流中

よ り時 々 採集し現 在 4 匹 を有す。余 D多 くは 存在せ ぬ もの と 思 ふ。

　（附） Culanzss　 f）a ・Zlper　CllES｝コRECIIT 　 本種は野馬海流中に 多量に 存在す る
。 暖海外洋性で

，

太雫洋熱蔕部 ，大 酉洋熱温帶部 に産 し，本邦で は丸川氏の 三陸沖，日本海北部 に て の 探集記

録が あ り
n
，森氏は支那東海 ， 臺灣東方沖 ， 臺灣海峽 ， 室戸岬沖 ， 潮岬沖 ， 紀伊 水道 ， 八 丈島

に て 採集 され しti1で ある。 口本近海暖流域で は普通 に 見られ る橈脚類の
一
種で あ らう。
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